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　いまごろ、みんなは、たのしく話はなしをしながら、先生せんせいにつれられて、知しらない道みちを歩あるいているだろうと思おもうと、勇吉ゆうきちは自分じぶんから進すすんで、いきたくないと、こんどの遠足えんそくにくわわらなかったことが、なんとなく残念ざんねんなような気きがしました。

　しかし、家うちのようすがわかっているので、このうえ、父ちちや母ははに、心配しんぱいをかけたくなかったのでした。

「おまえがいきたいなら、お父とうさんは、なんとでもして、つごうをつけてやるから。」と、父ちちはいいました。けれど、彼かれは、頭あたまを強つよく横よこにふりました。

　そのとき、これを見みた母ははは、なんと感かんじたか、目めに涙なみだをためていました。

　緑色みどりいろの大空おおぞらを、二羽わのつばめが、気きままにとびまわっていました。それを見みていた勇吉ゆうきちは、

「ぼく、つばめになりたいなあ。そうしたら、すぐ、みんなのところへ、いけるのになあ。」と、ひとりごとをしました。

　たちまち、目めに、工場こうばや、製造場せいぞうばのある、にぎやかな町まちが見みえ、また船ふねの出でたり、入はいったりする港みなとがうかんできて、見みるもの、聞きくもの、すべてこれまで、知しらなかったことばかりでした。ちょうど、みんなは、大おおきな工場こうばを見学けんがくして、いま、その門もんから出でたところで、先生せんせいのお話はなしを聞ききながら、港みなとのほうへ、歩あるいていたのでした。そして、一同どうのたのしそうな姿すがたが、ありありと、想像そうぞうされるのでした。

　すると、つぎには、紫色むらさきいろの水平線すいへいせんのもり上あがる海うみが見みえました。どこか他国たこくの港みなとから、たくさんの貨物かもつをつんできたのであろうか、汽笛きてきをならして、入はいってきた船ふねがあります。だんだん、その黒くろい大おおきな船ふねが近ちかづくと、日ひの丸まるの旗はたが、風かぜにひらひらとひらめいて、目めにしみるのでした。

「万歳ばんざい……。」と、申もうし合あわせたごとく、みんなのさけぶ声こえが、勇吉ゆうきちの耳みみに聞きこえたのです。しばらく、彼かれは、うっとりとしていました。やがて、想像そうぞうの夢ゆめからさめると、つばめもどこへか飛とび去さって、いませんでした。じっとして、家いえにいられなかったので、だれか友ともだちがいないものかと、学校がっこうのそばまで、走はしっていきました。

　べつに、自分じぶんの知しったものとも、あいませんでした。ただ、広ひろい運動場うんどうじょうに、こいのぼりが立たって、高たかいさおのいただきに、赤あかと黒くろの二匹ひきのこいが、生いきているように、大空おおぞらを泳およいでいました。彼かれはしばらく、その下したに、たたずんで見上みあげているうち、自分じぶんがその黒くろい一ぴきのこいに、なったような気きがしたのです。

　若葉わかばのけむるような林はやしを、波なみだて、ふいてきた風かぜが、

「さあ、はやく、いっしょにいこうよ。」と、黒くろいほうの大おおきなこいを、さそうのでした。

「どこへ、つれていってくれる。」と、こいが聞ききました。

「君きみのいきたいところへ、どこへでも、つれていくよ。」と、風かぜはいいました。

「あの雲くもの上うえまで、つれていってくれる。」と、こいは聞ききました。

「いいとも、雲くもの上うえにのれば、それは楽らくなものさ。それに、海うみの上うえでも、山やまの上うえでも、世界せかいじゅうを見みてあるくことが、できるもの。」と、風かぜは、いいました。

「ほんとうかい。はやく、ぼくをつれていっておくれ。」と、こいになった勇吉ゆうきちが、たのみました。

「いま、その綱つなを切きるからね。」と、風かぜはさけんで、こいのからだを、はりさけそうに、ふくらまして、力ちからいっぱい、吹ふいて、吹ふいて、吹ふきとばそうとしました。けれど、太ふとい綱つなを切きることができなかったのです。そのうち、風かぜは力ちからがつきてしまい、いつしか、ひっそりとして、二匹ひきのこいも元気げんきなく、だらりと、さおの先さきにたれさがりました。勇吉ゆうきちは、家いえを思おもい出だして、かえっていきました。




　真夜中まよなかのことでした。ふと耳みみをすますと、雨風あめかぜがつのっていました。

「学校がっこうのこいのぼりは、どうなったろう。」と、勇吉ゆうきちは、とび起おきました。

「小使こづかいさんが、おろしなさったでしょう。」と、おかあさんが、いわれたので、勇吉ゆうきちは安心あんしんして、また床とこにはいって眠ねむりました。

　朝あさになると、太陽たいようはかがやいて、まったく昨夜ゆうべのあらしをわすれたような、うららかなお天気てんきでした。彼かれは、顔かおをあらうと、ねんのため、こいのぼりはどうなったろうと、いそいで学校がっこうまでいってみました。

　しかし、小使こづかいさんが、わすれたのか、こいのぼりは一晩ひとばんじゅう、雨風あめかぜにさらされたとみえます。そして、半分はんぶんぬれながらも、あらしに負まけず、元気げんきでした。大おおきな口くちをあけ腹はらいっぱい風かぜをすって、大空おおぞらを泳およいでいました。

「そうだ、ぼくも、あらしなんかに負まけず、元気げんきよくやるぞ！」と、勇吉ゆうきちは、自分じぶんと思おもった黒くろいこいにむかって、拍手はくしゅをおくりました。

　大空おおぞらで、銀色ぎんいろの雲くもが、下したを見みて、わらっていました。
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